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え て き た 。(4)
Ｈ 「子ども文化」を創りだす活黻5’
1　 主体的な活動の場 の構成
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ﾛﾘ 唹 烋 牡 童和 虹 昼ﾀﾞｱ 兮旦 か___ ＿__I
表１　学習の流れ（全13時間）





























































































































クイ ズ数 人数 クイズ数 人数
７題 ５人 ３題 ５人
６ ０ ２ 14
５ ０ １ ９




(植　 物) ｶｪ ﾃﾞ,ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ　　など 78題
(動　 物) ｽ ｽﾞﾑｼ,ﾁｮｳ,ﾀﾆｼ　 など 16
(そ の他) 風 １
社 会 プ ール,池,大学の校舎 など 10





















［二 言言 言 こ翼
い。 ］
こ の よ う な 観 点 か ら ， 作 っ た ク イ ズ を グ ル ー プ で 吟
味 し あ い ， ク イ ズ テ ー リ ン グ Ｉ の ク イ ズ を 修 正 さ せ た 。
教 師 の 目 か ら は ， ま だ ま だ 不 十 分 な ク イ ズ が 多 か っ た
が ， 実 際 に や っ て み て 自 分 た ち 自 身 で 気 づ い て い く こ
と が 大 切 で あ る と 考 え ， 新 た な 修 正 の 指 示 は だ さ な か っ
た 。 ク イ ズ テ ー リ ン グ Ｉ 終 了 後 の 子 ど も た ち の 感 想 は ，
次 の 通 り で あ っ た 。 （ 全38 人 ）
「 一一一一- 一一--- 一一一一一-一一一一一一一一-- 一一一一-一一一一-- 一一一一一---
Ｏ　 う ま く で き た 。 （ 満 足 感 ） … … … … … … ７ 人
］
! O　 よ か っ た こ と も あ る し ， よ く な か っ た こ と　　 ｌ
ｌ　 も あ
っ た 。 … … … … … … … … … … … … … …21
人 ｌ
io　
う ま く い か な か っ た 。 （ 不 満 足 感 ） … …10 人
Ｉ
一-一一一一一一一一------- 一一--- 一一一- 一一-- 一一-一一- 一一一一一一一--- ●
クイズテーリツ グ
ぷ［1 （
（ ユ　 ） に廴･しＣ乙）
∠/-　）4:よふ　 （
ク イ ズ で 、
）
☆ よかったことは、
屶以ｯ 力 土 庖 ちヽん几ﾌ いずヽ｀
懾／よ万万]ぞ 朧




女 たこ=j5し ７ｺ 汢 し し こヽ と １汢、
○○くんの 荅 友寸胤出石 ャヽ














そ こ で ， 子 ど も た ち と 話 し 合 い ， ク イ ズ や ク イ ズ テ ー
リ ン グ の 仕 方 を 改 善 す る よ う に し た 。
・ 字 を て い ね い に 書 い て ， わ か り や す く す る 。
・ 秋 に 関 係 の あ る も の か ら 出 題 す る 。
・ 場 所 ， 大 き さ ， 形 ， 色 な ど の 説 明 や ， 部 分 の 語 の
ヒ ン ト を 書 い て ， わ か り や す く す る 。
・ グ ル ー プ で 協 力 す る 。
ク イ ズ テ ー リ ン グ ｎ 終 了 後 の 子 ど も た ち の 感 想 は ，
次 の 通 り で あ る
。
（ 全37 人 ）
「 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ｌ
! O　 う ま く で き た 。 （ 満 足 感 ） … … … … … …25 人 Ｉ
Ｉ Ｏ　 う ま く い か な か
っ た 。
（ 不 満 足 感 ） … … ４ 人 ｜
! o　 し た こ と の 事 実 の み の 記 述 … … … … … ８ 人l
,_r_i
満 足 感 を も っ た 子 ど も は ， ７ 人 か ら25 人 に 増 え て い
た 。 こ の 事 か ら ， ク イ ズ テ ー リ ン グ Ｉ 終 了 後 の 困 っ た





い え る 。 子 ど も た ち の 満 足 の 理 由 は
，
次 の 通 り で あ る
。
（ 複 数 の 理 由 が あ る ）
「 一一-~ 一一一一一一一---- 一一一一一一一一一- 一一一一一一一一--------- 一一-
○　 ク イ ズ の 問 題 が 解 け た 。 … … … … … … …16 人
ｌ
! O　 グ ル ー プ で 協 力 で き た 。 … … … … … … … ４ 人 ｌ






（ 証 拠 を と っ て き た こ と な ど ） … … … … … ７ 人 ｌ
_________________________________________ 」
一 方 ， 明 確 な 不 満 足 感 を も っ て い る 子 が ， ４ 人 い た 。
学 級 全 体 の 子 ど も が も っ た 不 満 を ま と め る と ， 次 の よ
う に な る 。 （ 複 数 の 理 由 が あ る ）
「 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾------------------ ｌ
! O　 グ ル ー プ の 協 力 が で き な か っ た … … … … ２ 人 １
１０　 他 グ ル｡－ プ の 子 に か ら か わ れ た 。 … … … ２ 人 ｌ
|o　 問 題 文 や ヒ ン ト が 不 適 当 だ っ た 。 … … … ２ 人 ｜
-- 一一一一一一一---- 一一-一一----- 一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-
ｸｲ ｽﾞﾃｰﾘﾝ ｸﾞ Ｉ に 比 べ る と 随 分 減 っ た が ， ク イ
ズ の 問 題 に ま だ 不 備 が あ っ た の は 残 念 だ っ た 。 ま た ，
２ 年 生 の 子 ど も に と っ て ， 協 力 と い う こ と は 非 常 に む
ず か し い も の で あ り ， 大 切 な も の で あ る と い う こ と を
あ ら た め て 感 じ た 。 グ ル ー プ の 協 力 に つ い て ， も う 少
し 適 切 に 対 応 す る 必 要 が あ っ た と 考 え て い る 。
４　 実 践 を 終 え て
本 実 践 で は ， 子 ど も が 「 活 動 へ の 意 欲 を 高 め る 場 」
と ， 「 活 動 を 工 夫 す る 場 」 の 構 成 方 法 を 検 討 し た 結 果 ，
次 の よ う な こ と が 明 ら か に な っ た 。
○　 見 つ け た 事 実 を ク イ ズ に す る こ と に よ っ て ， 探
検 し た り 事 実 を 交 流 し た り （ ク イ ズ テ ー リ ン グ ）
す る 意 欲 を 高 め る こ と が で き る 。
○　 ク イ ズ テ ー リ ン グ Ｉ の 後 ， 困 っ た こ と や そ の 対
策 を 話 し 合 い （ 活 動 を 交 流 す る ） 場 を 設 定 す る と ，
活 動 Ｈ に お け る ト ラ ブ ル の 数 を 減 ら す こ と が で き
る 。
し か し ， 全 て の 子 が 自 分 の 活 動 に 対 し て 満 足 感 を も
つ ま で に 高 め る に は ， さ ら に 子 ど も の つ ま ず き を 把 握
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